



































チン依存度調査票（Kano Test for Social Nicotine 












































表1  KTSND調査票小学校高学年標準版 
質問項目 
1.タバコを吸う人はやめたくてもやめられないでいると思
う 
2.タバコを吸うことは大人っぽくてかっこいいと思う 
3.タバコはお茶やコーヒーのように味や香りを楽しむため
のものだと思う 
4.タバコを吸う生活も大切にするほうが良いと思う 
5.タバコを吸うと生活が楽しくなることもあると思う 
6.タバコを吸うと，からだや気持ちにいいこともあると思
う 
7.タバコを吸うと気分がスッキリすることもあると思う 
8.タバコを吸うと，頭の働きがよくなると思う 
9.お医者さんや学校の先生は『タバコを吸ってはダメ』と
言いすぎると思う 
10.灰皿が置いてあるところなら，タバコを吸ってもよいと
思う 
 
講義前後の将来の喫煙や喫煙経験予想は、講義前
後の将来の喫煙予想「将来タバコを吸っていると思
う」「将来タバコを1度でも吸うと思う」は、どちら
も講義前に比べて講義後で有意に低下した。講義前
歯周病認知有無別KTSND-youthの中央値は、全小学
校（認知あり3.0、認知なし3.0）と全小学校女児（認
知あり3.0、認知なし3.0）で認知の有無で統計的に
有意な関連が認められ、全小学校男児では認められ
なかった。講義後歯周病認知有無別KTSND-youth
の中央値は、全小学校（認知あり0.0、認知なし2.0）
で認知あり群は、認知なし群に比べて低く、全小学
校男児、女児ではその傾向は認められなかった。全
小学校における歯周病認知あり群のKTSND-youth
得点は，講義後で有意に低下した。講義前加熱式認
知有無別KTSND-youthの中央値は、全小学校（認知
あり2.0、認知なし4.0）、全小学校男児（認知あり
3.0、認知なし4.0）、全小学校女児（認知あり2.0、
認知なし3.0）で認知あり群は、認知なし群に比べて
低かった。各小学校男女でKTSND-youthの中央値を
比較すると、全小学校における加熱式認知あり群の
KTSND-youth得点は、男児に比べ女児の方が低かっ
た。講義後加熱式認知有無別KTSND-youthの中央値
は、全小学校（認知あり1.0、認知なし2.0）、全小学
校女児（認知あり1.0、認知なし2.0）で、認知あり
群は、認知なし群に比べて低かった。男女で
KTSND-youthの中央値を比較すると、全小学校にお
ける加熱式認知あり群のKTSND-youth得点は、男児
に比べ女児の方が低かった。全小学校における加熱
式タバコ認知あり群、なし群のKTSND-youth得点は，
講義前に比べ講義後の方が低かった。今後の脱タバ
コ教育講義は、喫煙が、歯周病に与える悪影響と、
加熱式タバコによる健康障害を取り入れる必要性が
示唆された。 
考察 
2020年4月、健康増進法の一部改正により屋内原
則禁煙は、加熱式タバコ専用喫煙室が認められる場
合もある。平成30年度健康日本21中間報告書（案）
概要では、成人の喫煙率の減少、受動喫煙の機会を
有する者の割合の減少であるが、最終目標到達が危
ぶまれている。2017 年患者調査によると、「歯肉炎
及び歯周疾患」の総患者数は増加しており、タバコ
を吸わない未成年者でも、喫煙が歯周病のリスクフ
ァクターであることを認知することにより、受動喫
煙を回避し、将来の喫煙者や歯周病患者の減少に繋
がるといえる。世界保健機関（WHO）は、加熱式タ
バコの健康影響を評価できる情報はほとんどないと
述べ、日本禁煙学会は加熱式タバコが、子どもと若
者の喫煙を促進することを述べている。2019年に実
施した家族のたばこ意識調査で、タバコを吸ってい
る子どもがいる割合は、非喫煙者で低く、喫煙者で
高かった。喫煙経験は、受動喫煙のある児童はない
児童の3倍、高いという報告もあり、家族のタバコ
への認識は子どもの喫煙経験に影響を与える可能性
がある。本研究で、歯周病に与える悪影響と加熱式
タバコによる健康障害の認知は、講義後で低下した。
よって、今後の脱タバコ教育講義は、喫煙の歯周病
に与える悪影響と、加熱式タバコによる健康障害を
講義内容に取り入れ、その認知度を講義前後で比較
する必要性が示唆された。 
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